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区分 水産業 参　考
合　計

年度 小計 自営 雇用 （女性） 農　業 林　業

281 106 462

５年間
合　計

実　績 115

農
林
水
産
部
漁
港
漁
村
整
備
課
長

（0）

令和２年度 76 47 29 （6）

目　標 368 － －

達成率 101% － － － 102% 101%

令和４年度 75 56 19 （4）

（18） 1,356

４
月
５
日
開
催
の
第
１
回
理
事
会

に
お
い
て
、
協
議
・報
告
事
項
と
し
て

実
施
し
た
農
林
中
金
研
修
会
「漁
協

経
営
に
つ
い
て
」を
踏
ま
え
（▽
第
１

５
３
号
参
照
）、
早
期
指
導
先
基
準
へ

の
該
当
を
解
消
す
る
た
め
、
１
日
、

第
１
回
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
大
分
県
会

議
が
召
集
さ
れ
た
。

先
の
研
修
で
は
、
自
己
資
本
比
率

が
１
０
％
を
下
回
る
と
レ
ベ
ル
指
定

と
な
り
、
資
産
運
用
制
限
を
受
け
る

こ
と
等
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
自

己
資
本
比
率
を
改
善
す
る
た
め
に

は
「不
良
債
権
の
回
収
」が
極
め
て
有

効
で
あ
る
こ
と
、
当
漁
協
の
不
良
債

権
比
率
は
高
水
準
か
つ
上
位
２
０
先

が
負
債
の
太
宗
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
先
行
取
組
県

の
事
例
か
ら
、
組
合
長
を
ト
ッ
プ
に

各
エ
リ
ア
の
理
事
が
責
任
を
も
っ
て

回
収
を
実
践
す
る
実
効
性
あ
る
体

制
構
築
が
必
要
と
さ
れ
た
。

第
１
回
大
分
県
会
議
で
は
、

①
本
支
店
一
体
と
な
っ
て
体
制
・役

割
分
担
を
明
確
化
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
。

②
組
合
長
を
ト
ッ
プ
に
各
エ
リ
ア
の

理
事
が
責
任
を
も
っ
て
実
践
す
る
。

③
不
良
債
権
上
位
２
０
先
を
対
象
に

絞
り
込
む
。

以
上
の
３
点
の
考
え
方
と
そ
の
具

体
的
な
内
容
に
基
づ
き
、
担
当
理
事

を
選
任
し
た
。

選
任
に
際
し
て
は
以
下
の
２
点
を

原
則
と
し
た
。

①
理
事
が
運
営
委
員
長
と
し
て
管

轄
し
て
い
る
地
区
に
債
務
者
が
所
属

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
地
区
を
管

轄
し
て
い
る
理
事
を
「担
当
理
事
」に

選
任
す
る
。

②
債
務
者
が
所
属
し
て
い
る
地
区
の

運
営
委
員
長
が
理
事
で
な
い
場
合

は
、
債
務
者
が
所
属
し
て
い
る
海
区

を
所
管
し
て
い
る
理
事
の
中
か
ら

「担
当
理
事
」に
選
任
す
る
。
こ
の
場

合
の
「担
当
理
事
」は
、
該
当
地
区
の

運
営
委
員
長
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
業
務
を
遂
行

す
る
。

こ
れ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
「担
当

理
事
」は
、
定
め
ら
れ
た
様
式
に
沿
っ

て
、
債
務
毎
の
基
本
情
報
、
対
処
方

針
、
回
収
目
標
等
を
ま
と
め
、
６
月

中
旬
に
予
定
し
て
い
る
第
２
回
大
分

県
会
議
に
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｆ
М
Ｂ
大
分
県
会
議
が
始
動

不
良
債
権
上
位
２
０
先
の
回
収

に
向
け
担
当
理
事
を
選
任

７
５
人
就
業

た
就
業
実
績
は
３
７
１
人
と
な
り
、

目
標
の
３
６
８
人
を
上
回
っ
た
。

農
業
で
は
自
営
就
農
者
を
主
体

に
２
８
１
人
、
林
業
で
は
雇
用
就
業

者
を
主
体
に
１
０
６
人
が
就
業
し
、

農
林
水
産
業
全
体
の
新
規
就
業
者

は
４
６
２
人
と
な
っ
た
。

県
は
９
日
、
令
和
４
年
度
に
お
け

る
農
林
水
産
業
の
新
規
就
業
状
況

を
発
表
し
た
。
水
産
業
で
は
過
去
２

番
目
に
多
い
７
５
人
が
就
業
し
た
。

漁
船
漁
業
へ
の
就
業
者
が
増
加
し
、

自
営
就
業
者
は
５
６
名
と
７
５
％
を

占
め
た
。
過
去
５
年
間
を
合
計
し

県
は
１
５
日
、
佐
藤
樹
一
郎
知
事
の
就
任
後
初
と
な
る

人
事
異
動
を
発
令
し
た
。

水
産
関
係
で
は
、
高
野
英
利
農
林
水
産
部
審
議
監
（水

産
担
当
）は
漁
業
管
理
課
長
兼
務
が
解
け
専
任
の
審
議
監

へ
。
後
任
の
漁
業
管
理
課
長
に
は
大
屋
寛
水
産
振
興
課
長

が
、
同
じ
く
水
産
振
興
課
長
に
は
大
塚
猛
南
部
振
興
局
農

山
漁
村
振
興
部
長
が
就
任
し
た
。
漁
港
漁
村
整
備
課
長
に

は
工
藤
秀
明
豊
後
高
田
土
木
事
務
所
長
が
就
い
た
。

佐
藤
章
農
林
水
産
部
長
は
留
任
し
た
。

（▽
詳
細
は
４
～
６
面
参
照
）

令
和
4
年
度

290 102 468

令和３年度 76 47 29 （4） 280

令和元年度 73 54 19 （4） 257 105 435

平成30年度 71 52 19
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　標記会議が１１日、福岡県水産会館において

開催された。

　冒頭挨拶に立った坂本雅信全漁連会長は、

８日の❝水産の未来を語る夕べ❞に言及。「水産
物の多様性などについて岸田首相に伝えらえ

た。ただ、食糧安保では懸念が残った。農業で

は有事の際の基本方針が定められているが、

四方を海に囲まれている日本の有事は漁業者

が守っている。国会議員や水産庁には、その点

の理解を深めてほしい」等と挨拶した。

　次いで、九州信漁連の久保田正経営管理委

員会会長を議長に選出し、協議、報告事項に

ついて事務局の説明を受けた。前年度決算や

本年度事業計画、通常総会に付議する事項

等について、いずれも原案を了承した。

水
産
の
未
来
を
語
る
夕
べ

自
民
党
水
産
政
策
推
進
議
員
協

議
会
（会
長
・鈴
木
俊
一
財
務
大
臣
）

が
主
催
す
る
「水
産
の
未
来
を
語
る

夕
べ
」が
８
日
、
千
代
田
区
永
田
町
の

党
本
部
で
開
催
さ
れ
た
。
岸
田
文
雄

首
相
を
は
じ
め
、
麻
生
副
総
裁
、
茂

木
幹
事
長
、
浜
田
防
衛
大
臣
ら
党
の

幹
部
が
出
席
。
水
産
業
界
か
ら
は
、

各
都
道
府
県
の
漁
業
団
体
や
全
国

組
織
の
役
員
が
参
加
し
た
。

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
の
坂
本
雅
信
会
長
と

大
日
本
水
産
会
の
白
須
敏
朗
会
長

は
、
水
産
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況

を
踏
ま
え
岸
田
首
相
に
要
望
書
を

手
交
。
「水
産
日
本
の
復
活
」を
実
現

す
る
た
め
、
水
産
政
策
実
現
に
向
け

た
支
援
を
要
請
し
た
。
首
相
は
、
「魚

・海
業
の
取
組
強
化
に
よ
る
漁
村
地

域
の
活
性
化
対
策

・漁
業
就
業
者
の
確
保
・育
成
対
策

・漁
協
の
自
己
資
本
対
策
に
対
す
る

支
援
等

 福岡ブロック会議

食
文
化
や
海
・浜
を
守
る
水
産
業
界

の
役
割
は
重
要
。
政
府
は
多
く
の
課

題
に
対
応
し
、
食
糧
安
保
に
取
り
組

む
。
新
し
い
資
源
管
理
等
に
力
添
え

を
お
願
い
す
る
。
」と
語
っ
た
。

会
場
に
は
全
国
か
ら
特
産
水
産
物

が
結
集
。
本
県
も
「か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
」

を
提
供
し
、
歓
談
に
華
を
添
え
た
。

な
お
、
「水
産
の
未
来
を
語
る
夕
べ

」に
先
立
ち
、
本
年
度
第
１
回
の
「全

国
漁
連
（府
県
漁
協
組
合
長
）信
漁

連
会
長
会
議
」が
開
催
さ
れ
、
要
望

書
の
案
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
こ
こ

で
は
、
令
和
６
年
度
水
産
関
連
予
算

の
重
点
要
望
の
考
え
方
（案
）に
つ
い

て
も
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
骨
子
は

以
下
の
と
お
り
。

①
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
我

が
国
の
漁
業
経
営
へ
の
機
動
的
な
影

響
緩
和
対
策

・漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構

築
事
業
の
拡
充
・強
化

・漁
業
収
入
安
定
対
策
（積
立
ぷ
ら

す
）の
拡
充
・強
化
等

②
新
た
な
資
源
管
理
・資
源
回
復
の

推
進
に
対
す
る
取
組
支
援

・海
洋
環
境
変
化
に
対
応
し
た
資
源

調
査
の
充
実

・ス
マ
ー
ト
水
産
業
の
推
進
対
策
・

「新
た
な
資
源
管
理
」の
推
進
に
係
る

漁
業
者
へ
の
理
解
醸
成
と
支
援
策
の

拡
充
等

③
海
洋
環
境
の
激
変
に
対
応
し
た
漁

業
者
・漁
協
へ
の
取
組
支
援

水
産
政
策
実
現
を

2023年度漁連(漁協)信漁連会長

（2）

岸
田
首
相
に
要
望
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人命救助に感謝状

上
入
津
の
鳴
海
委
員
長

（
県
漁
協
理
事

）

転
覆
ボ
ー
ト
の
２
名
を
磯
場
か
ら
救
助

（3）

１
日
、
５
年
度
の
第
２
回
理
事
会

を
開
催
し
た
。

第
１
号
議
案
「組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」で
は
、
准
組
合
員
へ
の
新
規
加

入
３
人
と
正
組
合
員
へ
の
資
格
変
更

２
人
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

第
２
号
議
案
「令
和
５
年
度
・補
助

事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」で
は
、
県

漁
協
が
実
施
す
る
各
種
の
事
業
計

画
を
承
認
し
た
。
支
店
別
の
水
産
振

興
事
業
計
画
表
に
つ
い
て
、
県
の
負

担
が
見
え
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
、

次
回
か
ら
様
式
を
訂
正
す
る
こ
と
と

し
た
。

第
３
号
議
案
「令
和
５
年
度
・コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に

つ
い
て
」及
び
第
４
号
議
案
「令
和
５

年
度
・内
部
検
査
実
施
計
画
に
つ
い

て
」は
原
案
を
承
認
し
た
。

第
５
号
議
案
「令
和
５
年
３
月
末

第
２
回
理
事
会

回
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
大
分
県
会
議
」

（▽
１
面
参
照
）の
協
議
結
果
等
を

説
明
し
た
。

第
１
回
支
店
長
会
議

次
い
で
１
５
日
は
、
第
３
回
理
事
会

を
開
催
し
た
。

第
３
回
理
事
会

前
日
の
理
事
会
決
議
を
踏
ま
え
、

２
日
に
第
１
回
支
店
長
会
議
を
開
催

し
た
。

①
令
和
４
年
度
・決
算
概
要
及
び

令
和
５
年
３
月
末
資
産
自
己
査
定
に

基
づ
く
貸
倒
引
当
金
計
上
に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
・常
例
検
査
改
善
状

況
報
告
書
に
つ
い
て
、
③
令
和
５
年

度
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

こ
の
他
、
④
第
４
３
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
（お
ん
せ
ん
県
お
お

い
た
大
会
）に
つ
い
て
は
、
県
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
室
か
ら

概
要
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
御

放
流
魚
と
お
手
渡
し
魚
に
つ
い
て
各

地
域
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
。
ま
た

⑤
漁
協
経
営
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｆ
マ
リ

ン
バ
ン
ク
大
分
県
会
議
の
取
組
を
理

解
し
実
務
を
推
進
す
る
た
め
、
農
林

中
央
金
庫
福
岡
支
店
か
ら
、
「レ
ベ
ル

指
定
」の
適
用
と
制
約
、
「不
良
債
権

回
収
」の
方
法
と
実
務
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

第
１
号
議
案
「組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」で
は
、
准
組
合
員
へ
の
譲
渡
加

入
１
人
及
び
新
規
加
入
２
人
に
つ
い

て
承
認
し
た
。

第
２
号
議
案
「令
和
５
年
度
・余
裕

金
の
運
用
方
針
及
び
運
用
に
つ
い
て

」で
は
、
農
林
中
央
金
庫
へ
の
預
け
金

を
基
本
と
し
、
国
債
・農
林
債
等
の

有
価
証
券
に
つ
い
て
も
別
に
定
め
る｢

余
裕
金
運
用
規
程｣

に
則
り
運
用
す

る
こ
と
と
し
、
運
用
方
法
及
び
運
用

予
定
限
度
額
、
運
用
取
引
先
等
の
原

案
を
承
認
し
た
。

第
３
号
議
案
「第
２
１
事
業
年
度

(

令
和
４
年
度)

・業
務
報
告
及
び
附

属
明
細
書
に
つ
い
て
」で
は
、
前
理
事

会
以
降
に
貸
倒
戻
入
や
棚
卸
差
損

等
の
不
確
定
要
素
が
概
ね
確
定
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
た
数
値
に
つ
い
て

承
認
し
た
。

第
４
号
議
案
「地
区
漁
業
運
営
委

員
の
欠
員
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
」で

は
、
辞
任
届
が
提
出
さ
れ
た
地
区
漁

業
運
営
委
員
１
名
に
つ
い
て
、
当
該

地
区
漁
業
運
営
委
員
会
の
承
認
の

と
お
り
、
次
回
改
選
ま
で
欠
員
で
対

応
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

協
議
・報
告
事
項
で
は
、
通
常
総

会
に
向
け
た
今
後
の
日
程
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

そ
の
他
と
し
て
、
不
良
債
権
回
収

に
関
す
る
情
報
が
外
部
に
漏
洩
し
て

い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
組
合
長
か

ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
順
守
す
る

よ
う
注
意
が
な
さ
れ
た
。

　県漁協上入津地区漁業運営

委員会の鳴海盛彦委員長は４月

２７日、佐伯海上保安署（権藤陽

治所長）から人命救助に貢献し

たとして感謝状を贈呈された。

　３月１９日、佐伯市蒲江の尾浦

沖で釣りをしていたミニボートが

転覆し、男性２人が転落。自力で

磯場まで泳ぎ動けなくなったとこ

ろを、保安署から通報を受けた

委員長が船で救助した。

　救助された２人には怪我もなく、

委員長の海難事故への常日頃

の備えが実を結んだ。

資
産
自
己
査
定
及
び
資
産
自
己
査

定
に
基
づ
く
貸
倒
引
当
金
計
上
に
つ

い
て
」で
は
、
償
却
額
を
含
む
貸
倒
引

当
金
総
額
は
前
年
度
よ
り
７
百
万

円
減
り
７
億
３
千
万
円
と
な
り
、
原

案
を
承
認
し
た
。

第
７
号
議
案
「第
２
１
事
業
年
度

(

令
和
４
年
度)

決
算
概
要
に
つ
い
て
」

減
損
会
計
計
上
に
つ
い
て
」で
は
、
土

地
価
格
の
著
し
い
下
落
に
よ
り
多
額

の
減
損
処
理
を
行
う
が
、
対
象
支
店

の
努
力
に
よ
り
、
当
初
予
算
に
計
上

し
て
い
た
額
よ
り
処
理
す
る
額
を
引

き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
承
認

し
た
。

第
６
号
議
案
「令
和
５
年
３
月
末

第
８
号
議
案
「令
和
４
年
度
・常
例

検
査
改
善
状
況
報
告
書
の
提
出
に
つ

い
て
」は
行
政
庁
へ
の
報
告
を
承
認
し

た
。協

議
・報
告
事
項
で
は
、
会
計
監

査
人
の
就
任
依
頼
を
「監
査
法
人
北

三
会
計
社
」に
提
出
す
る
こ
と
、
本

理
事
会
に
先
立
ち
実
施
し
た
「第
１

で
は
、
人
件
費
等
事
務
費
の
節
減
が

図
ら
れ
た
一
方
、
電
気
料
の
高
騰
等

が
管
理
費
を
押
し
上
げ
た
こ
と
。
昨

年
に
比
較
し
て
経
営
は
改
善
し
た
も

の
の
黒
字
に
寄
与
す
る
ほ
ど
の
伸
び

に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
赤

字
決
算
と
な
っ
た
こ
と
が
説
明
さ

れ
、
原
案
を
承
認
し
た
。

減
損
処
理
計
上
に
よ
り
大
幅
な
減
益

自
己
資
本
比
率
は
１
０
・
７
９
％
に
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こ
の
た
び
の
異
動
で
水
産
振
興
課

長
兼
漁
港
漁
村
整
備
課
長
か
ら
漁

業
管
理
課
長
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

２
年
に
県
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
南
部

局
を
は
じ
め
沿
海
振
興
局
、
漁
業
公

社
や
水
産
研
究
部
な
ど
様
々
な
職

場
に
勤
務
し
、
漁
業
者
、
漁
協
や
市

町
村
職
員
と
の
昼
間
の
会
議
は
真
面

目
に
、
夜
は
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
そ

れ
な
り
に
真
面
目
に
（？
）に
議
論
し

た
こ
と
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
親
し
く
な
っ
た
方
々
（厳
し
く
指

導
さ
れ
た
人
、
時
に
は
け
ん
か
し
た

人
も
）と
の
つ
な
が
り
も
、
い
つ
の
間

に
か
大
き
な
財
産
だ
と
思
え
る
年

齢
に
な
り
ま
し
た
。
早
く
コ
ロ
ナ
前
の

本
年
５
月
１
５
日
付
け
で
大
分
県

水
産
振
興
課
長
に
就
任
し
た
大
塚

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
任
は
、
南
部
振
興
局
の
農
山
漁

村
振
興
部
長
で
、
久
し
ぶ
り
の
出
先

機
関
で
の
勤
務
で
し
た
が
、
昨
年
度

は
佐
伯
市
の
水
産
業
が
厳
し
い
状
況

に
直
面
す
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

漁
船
漁
業
で
は
、
漁
獲
の
主
体
を

占
め
る
ま
き
網
漁
業
の
漁
模
様
が
極

端
に
悪
く
な
り
、
苦
し
い
経
営
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
太

平
洋
北
部
や
日
本
海
側
で
は
、
マ
イ

ワ
シ
や
サ
バ
類
の
ま
と
ま
っ
た
漁
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
豊
後
水
道
に

は
目
立
っ
た
魚
群
が
来
遊
せ
ず
、
自

然
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
漁
船
漁

業
の
不
安
定
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
魚
類
養
殖
業
で
も
、
台
風
の

接
近
に
よ
り
湾
内
に
避
難
し
た
ブ
リ

類
が
赤
潮
等
に
よ
る
酸
素
不
足
で
大

量
に
死
亡
す
る
大
被
害
が
入
津
地

区
で
発
生
し
、
各
経
営
体
が
甚
大
な

損
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
養
殖

ク
ロ
マ
グ
ロ
も
す
さ
ま
じ
い
風
と
高
波

に
よ
り
深
刻
な
被
害
を
受
け
、
漁
船

漁
業
に
比
べ
れ
ば
比
較
的
安
定
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る
養
殖
業
で
も
、
自

然
現
象
の
猛
威
の
前
で
は
被
害
を
避

け
よ
う
が
な
い
現
実
を
見
せ
つ
け
ら

状
況
に
戻
り
、
膝
を
交
え
て
語
れ
る

機
会
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
約
２
年
間
の
水
産
振
興
課

勤
務
時
に
は
令
和
３
年
春
の
も
じ
ゃ

こ
の
不
漁
に
始
ま
り
、
４
年
１
月
の
日

向
灘
地
震
や
９
月
の
台
風
１
４
号
に

よ
る
漁
業
被
害
の
発
生
な
ど
様
々

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
明
る
い
話

題
と
し
て
は
、
漁
業
公
社
国
東
事
業

場
の
立
て
替
え
や
県
漁
協
の
第
２
加

工
場
の
建
設
な
ど
、
本
県
水
産
業
が

よ
り
発
展
す
る
た
め
の
新
た
な
取
り

組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。
関
係
し
た

皆
様
方
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

漁
業
管
理
課
の
業
務
と
し
て
は
漁

大
分
県
農
林
水
産
部

漁
業
管
理
課
長

大

屋

寛

大
分
県
農
林
水
産
部

水
産
振
興
課
長

大

塚

猛

就
任
の
ご
挨
拶

で
す
。

本
県
の
水
産
業
を
取
り
巻
く
状
況

は
今
後
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も

の
と
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
当
課
を
含

め
、
県
の
水
産
関
係
職
員
一
同
が
、

県
漁
協
の
組
合
員
及
び
役
職
員
の
皆

さ
ん
と
緊
密
に
連
携
し
、
知
恵
を
絞

り
汗
を
流
し
な
が
ら
課
題
に
対
処

し
、
と
も
に
こ
の
難
局
を
突
破
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
情
報
発
信
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

状
況
に
お
い
て
も
、
漁
業
関
係
者
の

皆
さ
ん
は
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
経

営
の
立
て
直
し
に
向
け
、
力
強
く
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
大
変
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。

佐
伯
市
以
外
で
も
県
内
各
地
で
漁

業
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
難
し
い
課
題

の
解
決
に
向
け
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

県
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
後
押
し
し
て
成
果
に
結
び
つ
け
、

本
県
水
産
業
の
成
長
産
業
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
あ
る

と
改
め
て
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

業
の
免
許
及
び
許
可
、
漁
業
取
締

り
、
赤
潮
被
害
防
止
対
策
、
水
産
物

の
流
通
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
漁
協
を
は
じ
め
水
産
業
に
携

わ
る
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
る
仕
事
も

多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
意

思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
来

年
の
４
～
６
月
に
は
福
岡
・大
分
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
そ

し
て
秋
に
は
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
訪
れ
た
多

く
の
方
々
に
大
分
県
の
豊
か
で
お
い

し
い
水
産
物
を
食
べ
て
も
ら
う
、
ま

た
県
内
の
人
に
も
再
度
水
産
業
に
目

を
向
け
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
に
な
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 東部振興局

 中部振興局

 南部振興局

 北部振興局

 圏域流通・契約取引・市場外流通、広域物流拠点機能強化等

 主　幹（総括）  堀　敏宏  班の総括、水産関係団体との連絡調整、漁業被害等

 主　査  波多野 良介  水産業政策企画調整、農林水産業振興計画（水産）進行管理等

 おおいたブランド  主　幹  三吉 泰之  輸出促進協議会運営、水産物輸出拡大・輸出産地形成等

（5）

 主　査  三代 和樹  宿泊・輸送計画策定、1年前プレイベント（輸送）等

 主　幹（総括）  安樂 康宏  班の総括・総務企画班との調整、関係機関との調整等

 主任  安部 洋平  海上歓迎・放流行事、漁業者団体・海保との連絡調整等

 課長補佐（総括）  大石 隆史  班の総括、漁業取締り、漁業調整、電子申請等

 主　幹  中川 彩子  海区漁調委、漁業取締り・行政処分、遊漁船業・行政処分等

　全国豊かな海づくり大会推進室長　髙田 淳史

 主　幹  片野 晋二郎  水産物輸出、赤潮・貝毒被害防止、漁場環境保全等

 主　幹  西山 雅人  水産物流通・消費拡大・卸売、流適法、水産物表示等

 主任  菅沼 倫美  水産物販売促進（マーケター活動）、ブランド流対本部関係

 主　幹（総括）  平川 千修  班の総括、ウナギ養殖等

 主　幹  馬場　大  構造改善事業、浜プラン・広域浜プラン、災害復旧、リース事業等

 主　査  田北 寛奈  漁場改善計画、海面養殖業（無給餌除く）、資源管理協議会等

 主任  甲斐 桑梓  関連行事の準備運営、1年前プレイベント（展示・物販）等

 技師  西　陽平  放流行事、1年前プレイベント（放流）等

 技師  後藤 直登  リレー放流、42回北海道大会ＰＲ出展等

　水産振興課長　大塚　猛

 副主幹  山田 英俊  種苗生産施設建替、栽培漁業、漁業公社

 課長補佐（総括）  真田 康広  班の総括・調整、水産関係団体の指導、漁業調整、漁業権等

 技師  伊丹 真美  基盤整備事業調査・指導（市町村営）、多面的、離島交付金等

 課長補佐（総括）  堤　憲太郎  班の総括、漁業公社指導、戦略魚種資源管理等

 主　幹  田西 三希子  普及指導、担い手対策、資源管理協、保護水面、経営改善等

 技師  入江 隆乃介  沿振特、食の安全・食育、内水面漁業・養殖業、無給餌養殖業等

 主　幹（総括）  江頭 潤一  班の総括、中層浮魚礁、藻場ビジョン、漁業災害調査等

 主　幹  平澤 敬一  基盤整備事業の事前調査・改革評価・事務（県営）等

 技師  上田 修平  資源管理・漁業収入安定対策、資源管理（戦略魚種外）等

〔振興局〕

 主任  森田 将伍  普及業務（豊後灘海区）、基盤整備、青年部・女性部等

 主　幹（総括）  木藪 仁和  班の総括、漁業調整、取締、農林水産業振興計画等

 主　幹  竹下 洋海  漁業権、許認可、漁港、海面利用、水産関係団体の指導等

 主　幹  都留 勝徳  漁業許可、漁港管理、漁業災害等

 専門員  田村 勇司  普及業務総括、資源管理・栽培漁業、新規漁業就業支援等

 主任  川上　恵  普及業務（別府湾海区）、沿構・沿振特、赤潮・貝毒、海づくり等

 技師  衛藤 凱治  普及業務（大分地区）、流通・加工、女性部、金融等

 課長補佐（総括）  渡邉　新吾  班の総括、漁協、漁業調整、漁業権等、指導・取締

 主　幹  金澤　健  漁業権・漁業許可、漁船・小型船舶・遊漁船業、漁港、流木等

 主　査  中尾 拓貴  普及業務（津久見地区）、資源管理、海面養殖、多面的、輸出等

 主任  横山 純一  普及業務（臼杵地区）、後継者、赤潮・貝毒、栽培漁業等

 主任  古川 あさひ  普及業務、基盤整備、沿構・沿振特、保護水面等 

 主　査 岡 宗祐  普及業務（豊後高田地区）、金融、基盤整備（漁場）等

 主任  井口 大輝  普及業務（中津地区）、海面養殖、沿構・沿振特、女性部等

〔企画振興部関係地方機関〕

 技師  森本 遼平  普及業務（上浦・鶴見地区）、栽培漁業、漁業後継者等

 課長補佐（総括）  畔地 和久  班の総括・調整、水産関係団体の指導、漁業取締等

 主　幹  三ヶ尻 孝文  漁業権・漁業許可、漁業調整、基盤整備（漁港）等

 主　幹  都留 久美子  普及業務（佐伯・米水津地区）、海面養殖、沿構、資源管理等

 主任  前田 真梨子  普及業務（蒲江地区(蒲江・名護屋)）、女性部、貝毒、金融等

 技師  竹尻 浩平  普及業務（蒲江地区(上入津・下入津)）、陸上養殖、基盤整備等

 技師  村瀬 直哉  普及業務（宇佐地区）、資源管理・栽培漁業、青年部等

 福岡事務所  企画課  主任  濱田 真悠子  県産農林水産物・物産の販路拡大（おおいたブランド推進課兼務）

(注) 一般事務及び取締船職員は掲載しておりません

県水産職員名簿（５月１５日付人事異動）

農林水産部審議監（水産担当）　髙野 英利

所　属　名 職　　名 氏　　名 主な担当業務

 推進課  主任  山本 桂伊

　漁業管理課長　大屋　寛 参事　 倉橋 賢二郎

 主　査  大竹 周作  漁船登録・測度、特採許可、連調委、海面利用協、大臣許可等

 農林水産企画課  企画管理班

 海外流通班

 国内流通班

 団体流通班

 漁業調整班

 総務企画班

 事業推進班

 振興班

 漁場整備班

 資源管理班

 水産班

 水産班

 水産班

 水産班
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 管理担当

 漁業調査船  船　長

 豊洋  機関長

 主任船舶技師

 主任船舶技師

 企画指導担当

 資源増殖  主幹研究員（TL）

 チーム  主任研究員

 研究員

 研究員

 研究員

 研究員

 研究員

 養殖環境  上席主幹研究員（TL）

 チーム  主任研究員

 主任研究員

 主任研究員

 研究員

 研究員

 研究員

 研究員

 管理担当

 資源増殖

 チーム  主任研究員

 主任研究員

 主任研究員

 研究員

 養殖環境

 チーム  主任研究員

 研究員

 研究員

 研究員

赤潮・貝毒調査　実施中！小型天然モジャコの餌付け試験を実施中！
（5月24日 北部水産グループ）（5月23日水産研究部）

〇本情報は大分県のHP５月掲載分から作成しました。→ https://www.pref.oita.jp/site/nourinsuisan/timelyjouhou2017-3.html

農
林
水
産
研
究

タ
イ
ム
リ
ー
情
報

氏　　名 主な担当業務

 課長補佐（総括）  河野 安昭  管理担当の総括、人材育成、県有財産管理、電子県庁関係事務

 副主幹  岡部 智則  予算の調整・執行・決算、収入に関すること、出納事務、物品管理

 平川　誠  調査船の総括、人材育成、調査船の運航管理

 林　亨次

氏　　名 主な担当業務

 長 田　彩  安全衛生担当業務、海洋観測業務、気象情報収集

 日髙 悦久  企画指導担当の総括、調査研究成果のとりまとめ及び広報・外部評価

 亀田 崇史  予算編成、研修・視察・見学対応、その他企画調整

 木本 圭輔  資源増殖チームの総括、人材育成、上浦保護水面

 白 樫　真  磯根資源、磯焼け対策、内水面の資源・生態調査

 久保田 浩治  調査船の運航管理、機関の保守点検全般

 久保　隆  機関保守点検、海洋観測業務、調査器具使用・保守管理

 藤澤 芳宏  無線通信業務、船舶検査関係等事務、調査器具使用・保守管理

 松岡 三代  機関保守点検、海洋観測業務、気象情報収集

 北部水産グループ長　木村 聡一郎

 宮村 和良  養殖環境チームの総括、人材育成に関すること

 斉藤 義昭  低コスト飼料・効率的養殖手法開発、水産利用加工指導、藻類養殖研究

 中島 智優  陸上養殖生産技術開発、海産魚介類養殖技術開発、水産物品質保持技術開発

 疾病診断･衛生管理指導､抗菌剤･ワクチンの適正使用指導､疾病被害調査

 野 田　誠  赤潮・貝毒監視及び予知技術開発、赤潮・貝毒等漁業被害防止技術開発

 吉井 啓亮  ワクチンの開発、ワクチンの改善、ワクチン効果を高めるための技術開発

 和田 宗一郎  浮魚の資源・生態調査研究、資源基礎調査、魚礁効果調査

 鈴木 翔太  ブリ種苗生産技術開発、餌料培養の技術開発

 渋谷 駿太  タチウオ資源回復、資源管理型漁業、底魚の資源・生態調査研究

 安部 憲人  クルマエビ栽培資源、ヒラメ育種、放流技術開発全般

 野副　樹  TACの調査、漁海況関連

 研究員

 資源増殖チームの総括、人材育成、研究予算、産廃税充当事業

 室谷 冬香  養殖生産物の食品安全衛生、種苗の健全性確保、病原体検出技術開発

 毛利　文香  漁場の環境調査及び適正管理、環境に起因する漁業被害防止対策

 徳光 俊二  タイラギ・アサリ種苗生産および増養殖技術開発、種苗生産施設維持管理

 堀切 保志  資源評価、キジハタ種苗生産技術開発、魚礁効果調査

 﨑山 和昭  資源管理、放流効果調査、マダコ種苗生産技術開発

氏　　名 主な担当業務

 佐伯 恵美子  管理担当の総括、予算編成・執行及び決算、庁舎・県有財産等維持管理

 内海  訓弘

 農林水産研究指導センター職員名簿（５月１５日付人事異動）

 主　幹

 主幹研究員（TL）

 上席主幹研究員（TL）

 中野 奈央  ヒジキの増養殖、ノリ養殖病害対策研究、藻類の研究・指導

 平野 莊太郎  内水面の資源・環境に関すること、カワウ・外来魚対策、スマート水産業技術開発

 高橋 杜明  カキ類種苗生産および養殖指導、種苗生産用餌料培養、アサリ資源調査

 德丸 泰久  養殖環境チームの総括、人材育成、研究予算、研究成果普及、他機関との連絡調整

 朝井 隆元  疾病診断・魚類防疫、内水面養殖技術普及、クルマエビの養殖研究

（6）

水 研 だ よ り

 農林水産研究指導センター

所　属　名 職　　名

 研究企画担当  主　幹

 水産研究部部長　伊藤 龍星  次長　甲斐　亨

所　属　名

 原　朋 之

職　　名

 技師

 技師

 上席主幹研究員（総括）

養殖ヒジキの収穫 始まりました
（5月2日 北部水産グループ）

 岡田　理  赤潮・貝毒調査、被害防止対策研究、浅海定線調査、漁場環境調査研究

 センター全般（農林畜水）の広報・成果普及、外部資金、知的財産事務等

所　属　名 職　　名
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５
月
の
「県
産
魚
の
日
」は
第
４
金
曜
日
の
２
６
日
、

お
さ
か
な
ラ
ン
ド
明
野
店
、
わ
さ
だ
店
の
２
店
舗
で
開

催
。
旬
を
迎
え
た
鶴
見
産
の
イ
サ
キ
を
特
売
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
を
実
施

し
、
盛
り
上
が
っ
た
。

春
～
夏
に
か
け
て
が
旬
。
「梅
雨
イ
サ
キ
」等
と
も
呼

ば
れ
、
脂
が
の
っ
て
美
味
。
山
渓
の
「日
本
の
海
水
魚
」に

は
、
「大
分
で
は
幼
魚
を
ウ
ド
ゴ
と
呼
ぶ
」と
あ
る
。

お
客
様
か
ら
は
「県
産
魚
の
日
は
旬
の
魚
が
安
く
手

に
入
り
、
毎
月
楽
し
み
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

　今回のウオメシは「シーガーデンひじ」のお弁当です。

　湧水が多い日出町には定期的に水を汲みに行きます

が、お気に入りは「山田湧水」。ザビエル道の登山口近く

で豊富に湧き出しています。たっぷりと汲んだあとはシー

ガーデンへ。

　新鮮で地域性あふれる野菜や魚介類とともに楽しみな

のが、この「あさり弁当」３９９円也。アサリを始め具沢山な

炊き込みご飯で、軽食としても酒の肴としても重宝な、癖

になる一品です。最近発見した「おこげバージョン」も秀

逸です。

　ちなみに、湧水はコーヒーに使ったり、炭酸に加工して

ハイボールでいただいています。

前
号
か
ら
、
不
良
債
権
処
理
の
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
自
己
資

本
比
率
に
係
る
問
題
な
ど
難
し
い
こ

と
を
説
明
し
て
い
る
が
、
簡
単
に
言

え
ば
こ
う
い
う
こ
と
か
・・・

借
り
た
お
金
は
他
の
組
合
員
の
お

金
で
す
。
他
人
の
お
金
は
約
束
ど
お

り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
返
し
て
い
た
だ

け
な
い
と
、
県
漁
協
は
困
っ
て
い
る
組

合
員
へ
の
融
資
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。・・・担

当
理
事
は
債
権
回
収
に

努
め
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
、

役
職
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

　大分海区漁調委

第18回委員会　

　１９日、県水産会館５階研修室において、第１８回大分海

区漁業調整委員会が開催された。

　冒頭、高野英利審議監の挨拶及び１５日付け異動発令

に伴う挨拶があった。

第
１
号
議
案
「知
事
許
可
漁
業
の

制
限
措
置
及
び
申
請
期
間
並
び
に

許
可
の
有
効
期
限
に
つ
い
て
」は
、
漁

業
法
の
規
程
に
よ
り
、
知
事
が
許
可

又
は
起
業
の
認
可
に
際
し
公
示
す
る

制
限
措
置
の
内
容
及
び
申
請
す
べ
き

期
間
を
定
め
る
た
め
、
海
区
漁
調
委

の
意
見
を
聴
く
も
の
。
漁
業
法
改
正

に
伴
い
新
た
に
許
可
を
す
る
場
合
の

制
限
措
置
等
の
公
示
及
び
諮
問
が

義
務
づ
け
ら
れ
、
委
員
会
の
議
案
数

が
増
加
し
て
い
る
が
、
諮
問
内
容
の

多
く
が
従
前
の
も
の
と
変
更
が
な

い
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
許
可
の
申

請
期
間
に
合
わ
せ
分
散
し
て
行
っ
て

い
た
知
事
許
可
漁
業
の
制
限
措
置
等

に
関
す
る
諮
問
を
、
年
度
当
初
に
集

約
化
し
、
委
員
及
び
事
務
局
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、

諮
問
後
の
状
況
変
化
に
よ
り
、
制
限

措
置
の
内
容
・申
請
期
間
を
変
更
す

る
場
合
は
再
度
諮
問
を
、
年
度
途
中

で
新
規
許
可
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
都
度
諮
問
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
回
は
令

和
５
年
度
中
に
公
示
す
る
予
定
の

「い
か
棒
受
け
網
漁
業
」な
ど
８
件
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
問

題
な
い
旨
を
知
事
に
答
申
こ
と
に
決

し
た
。

第
２
号
議
案
「別
府
湾
南
部
海
域

に
お
け
る
「ま
き
え
船
釣
り
等
」の
承

認
に
つ
い
て
」は
、
令
和
５
年
６
月
１

日
か
ら
委
員
会
指
示
に
よ
り
「ま
き

え
船
釣
り
等
」が
禁
止
さ
れ
る
別
府

湾
南
部
海
域
に
お
い
て
、
委
員
会
告

示
第
５
号
第
１
項
た
だ
し
書
の
規
定

に
基
づ
き
承
認
申
請
が
あ
っ
た
も

の
。
本
年
度
当
初
の
申
請
件
数
は
漁

協
関
係
、
船
釣
り
連
合
会
及
び
小
型

船
安
全
協
会
連
合
会
等
か
ら
３
１
７

件
で
あ
っ
た
。
過
去
１
０
年
の
承
認
実

績
は
漸
次
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
他
、
①
「大
分
県
資
源
管
理

指
針
」の
変
更
に
つ
い
て
、
②
漁
業
法

第
６
９
条
第
１
項
に
基
づ
く
漁
業
権

の
免
許
に
係
る
審
査
要
領
の
作
成
に

つ
い
て
、
説
明
が
あ
っ
た
。
①
の
記
載

内
容
に
関
連
し
、
複
数
委
員
か
ら
ク

ル
マ
エ
ビ
の
放
流
効
果
を
疑
問
視
す

る
発
言
等
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
②
に
つ

い
て
は
、
６
月
１
９
日
ま
で
パ
ブ
コ
メ

を
募
集
し
７
月
１
日
施
行
予
定
。

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


